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まちづくりを紹介するコラムです。まちづくりを紹介するコラムです。
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福岡工業団地への立地企業が決定！福岡工業団地への立地企業が決定！
問問 谷和原庁舎プロジェクト推進課（内線 5502） 谷和原庁舎プロジェクト推進課（内線 5502）

区画①（4.0ha）

トーイン株式会社
本社：東京都江東区

　先端印刷技術などを活用したパッケージの製造・販
売事業を行っている企業です。化粧品・食品・医薬品・
日用品などのパッケージ事業に加えて、ラベルの製造
販売、医薬部外品や化粧品、食品の受託包装事業、さ
らに機能性フィルムなどの電子機器部材などの精密塗
工受託事業を行っており、印刷技術を基本とした多角
的な事業展開を図っています。

区画③（9.4ha）

株式会社クボタ
本社：大阪府大阪市

　農業機械メーカー国内首位の大手企業です。農業機
械以外にもエンジン、建設機械、パイプインフラ関連
製品、環境関連製品などの製造・販売など世界 120
カ国以上で幅広く事業を展開しています。本市では、
昭和 50年から操業を開始しており、令和２年の北側
の土地区画整理事業地への進出に続き、今回の事業地
取得で市内での事業規模を拡大しています。

区画⑤北西側（0.5ha）

アミノ化学工業株式会社
本社：埼玉県草加市

　超精密ゴムパッキンの開発・製造・販売事業を行っ
ている企業です。1962年の創業以来、半世紀以上に
わたり精密ゴムパッキンの開発に従事し、独自の進化
を遂げてきました。その精密で高品質な製品の数々は、
多方面で高い評価を受け、事業内容も、ますますの広
がりを見せています。

　本市では、「新たな雇用の創出」と「地域の活性化」を図るため、福岡工業団地の更なる拡大に向け、平成 31年度から　本市では、「新たな雇用の創出」と「地域の活性化」を図るため、福岡工業団地の更なる拡大に向け、平成 31年度から
新たな産業系土地利用に向けた取り組みを開始しました。そうした中、早期の事業推進を図るため、茨城県と協議を行い、新たな産業系土地利用に向けた取り組みを開始しました。そうした中、早期の事業推進を図るため、茨城県と協議を行い、
令和３年度から茨城県施行の工業団地「圏央道インターパークつくばみらい」として、早期開発の推進および優良企業の誘令和３年度から茨城県施行の工業団地「圏央道インターパークつくばみらい」として、早期開発の推進および優良企業の誘
致に向けて、茨城県と連携・協力しながら、事業を推進してきました。致に向けて、茨城県と連携・協力しながら、事業を推進してきました。
　今回、本市への進出企業には、日清食品株式会社をはじめとした優良企業が決定し、今後ますます経済の活性化や雇用の　今回、本市への進出企業には、日清食品株式会社をはじめとした優良企業が決定し、今後ますます経済の活性化や雇用の
創出が期待されます。創出が期待されます。

区画⑤北東側（1.0ha）

第一電材株式会社
本社：東京都調布市

　エレクトロニクス産業のインフラである電線・ケーブル
などの加工品製造と各種販売を手掛ける独立系の専門商社
です。髪の毛より細いケーブルや１億回曲げても折れない
ケーブルなど、半世紀以上にもわたるエレクトロニクス産
業の発展を支えてきた技術力で、名だたる大手メーカーか
ら高い信頼を寄せられている実績ある企業です。

区画⑥(33.0ha）

日清食品株式会社
本社：大阪府大阪市

　国内で即席麺などの製造・販売事業を手掛ける大手
食品メーカーです。本市への立地では、国内最大規模
の生産能力を持つ新たな製造工場のほか「完全栄養食」
をはじめとする最先端のフードテクノロジーの研究・
開発拠点の建設なども計画されています。
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